
（円）

年度内遂行実績
事業費

翌年度繰越額
年度内遂行実績

事業費
翌年度繰越額

4,289,248 4,289,248 0 4,289,248 4,289,248 0 Ｒ2.5.1 Ｒ3.1.29 完了

事業成果

14,130,820 14,130,820 0 14,130,820 14,130,820 0 Ｒ2.5.1 Ｒ2.5.20 完了

事業成果

7,445,567 7,445,567 0 7,445,567 7,445,567 0 Ｒ2.4.17 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

69,250,000 30,450,000 38,800,000 60,336,000 30,450,000 29,886,000 Ｒ2.6.1 R4.2.28

事業成果

6,922,977 6,922,977 0 6,922,977 6,922,977 0 Ｒ2.5.1 Ｒ3.1.15 完了

事業成果

6,424,775 6,424,775 0 6,424,775 6,424,775 0 Ｒ2.5.1 Ｒ2.11.20 完了

事業成果

75,200,000 0 75,200,000 75,200,000 0 75,200,000 Ｒ2.8.1 R3.9.30

事業成果

21,837,970 21,837,970 0 21,837,970 21,837,970 0 Ｒ2.8.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

8,487,997 8,487,997 0 4,293,997 4,293,997 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

7,132,414 7,132,414 0 7,132,414 7,132,414 0 Ｒ2.8.1 Ｒ2.9.28 完了

事業成果

4,580,030 4,580,030 0 4,580,030 4,580,030 0 Ｒ2.8.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

Ｎｏ 事業名
総事業費 うち、交付金充当

事業開始
年月日

事業完了
（予定）
年月日

備　　考

1 防災活動支援事業 災害時の避難所において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐために、感染予防対策に必要な資機材
を購入した。避難所用空気清浄機（１７台　１，４９６，０００円）のほか、非接触型体温計、非接触式体温検知器、
避難所換気用大型扇風機、避難所用パーティション、ダンボールベット、アルコール消毒液、ハンドソープ、ペー
パータオルなどを購入し、避難所の感染予防対策を進めた。

2 必需物品供給事業
感染拡大によりマスクの入手が困難な状況が続いたため、町民の感染を防ぐことを目的に、不織布マスク５０枚
を全世帯に無償で配布した。さらに、子ども達の感染を防ぐため、５月の学校再開に間に合うように、幼稚園・保
育園・小中学校に通う子ども達に対して、１人２枚の布マスクを無償で配付した。
不織布マスク　２５０，０００枚　１２，９２５，０００円
布マスク　　　　　３，６５４枚　　１，２０５，８２０円

3
金利、保障料などの
金融面での支援事業

4

金融面での支援等と
併せて行う事業者支

援事業

5 飲食店等支援事業

6
就学援助者、多子世
帯応援事業

7
光ファイバ整備事業

費補助金

8
GIGAスクールタブ
レット端末整備事業

9
学校保健特別対策
事業費補助金

新型コロナ感染症拡大により、預託金原資を１億円（融資額５億円）に積上げ、融資限度額を800万円に引き上
げ、４月20日の融資申込み分より実施し、取扱い金融機関の迅速な対応によりコロナ禍における中小事業者の
下支えを図った。なお、令和２年度借入れ融資実行に係る利子は、３年間全利子額を補給することとした。
さらに、新型コロナ感染症拡大による緊急的な支援として、借入れ時の保証料全額分を助成する制度を新設し
た。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、売上減少や事業縮小等を余儀なくされた町内の中小事業者等に対
し、事業全般に幅広く活用できる補助金を交付することにより事業継続を下支えすることを目的に実施した。
申請件数　282件　　交付金額　30,450,000円
国の給付事業者に対する支援金額　法人15万円（59件）　個人10万円（192件）
県の給付事業者に対する支援金額　法人10万円（16件）　個人５万円（15件）

・町内飲食店・食料品販売店支援事業　５月１日～６月30日　　　2,591,154円
町内指定店（約40店舗）においてテイクアウト・デリバリー・飲食料品の購入など、１回の買物2,000円毎に次回
1,000円以上の購入時に利用できる500円クーポン（応援感謝券）を進呈する事業に係る費用を助成した。
・町内飲食店等支援事業　７月21日～９月30日　　　　　　　　　4,331,823円
町内指定の飲食店（約25店舗）においてテイクアウト・デリバリーによる１回の買物2,000円毎に町内指定店（約
100店舗）1,000円以上の購入時に利用できる500円クーポン（応援感謝券）を進呈する事業に係る費用を助成し
た。

新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴う学校休校など家計の負担軽減のため、要保護及び準要保護児童生徒
１人あたり、大木産米「環のめぐみ」10kg及び大木産菜種油「環のかおり」650gを援助したほか、多子世帯に対
し、米、油の購入費の75％を助成した。

R3年度へ事業繰越

国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒１人１台の学習者用ＰＣの整備（1,478台）と各小中学校に高速大容
量の通信ネットワーク環境の整備を行い、更に、感染症や自然災害の発生等による学校の臨時休校等の緊急時
においても、ＩＣＴの活用により家庭にいても学習を継続できる環境の整備として、貸出用のモバイルWi-Fiルー
ター（190台）及び遠隔学習時に使用するカメラ（４台）を整備した

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中、学校再開に伴う学校における感染症対策を徹底しなが
ら、児童生徒の学習を保障するため、感染症予防対策に必要な資材等を購入した。

10 学校給食費補助金 新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休校に伴い、学校において授業時数を確保するため、夏期休業期
間を短縮し授業を実施したことに伴う学校給食費について、コロナ禍による保護者の経済的負担を軽減するた
め、その期間の給食費を助成した。

11
妊婦応援臨時特別

給付金 新型コロナウイルス感染症の影響により生活環境及び経済状況が変化する中、　未来を担う大切な子どもを安
心して産み育てることができるよう妊婦及び産婦に対して経済的な支援を行うため給付金を支給した。



年度内遂行実績
事業費

翌年度繰越額
年度内遂行実績

事業費
翌年度繰越額

7,293,880 7,293,880 0 7,293,880 7,293,880 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

281,292 281,292 0 281,292 281,292 0 Ｒ2.9.1 Ｒ2.11.20 完了

事業成果

699,380 699,380 0 699,380 699,380 0 Ｒ2.9.1 Ｒ2.12.28 完了

事業成果

14,506,368 9,812,718 4,000,000 6,474,793 4,474,793 2,000,000 Ｒ2.9.1 R3.9.30

事業成果

107,580,000 0 107,580,000 107,580,000 0 107,580,000 Ｒ3.2.1 R4.1.31

事業成果

4,997,710 4,997,710 0 4,997,710 4,997,710 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

1,030,000 1,030,000 0 1,030,000 1,030,000 0 Ｒ2.9.1 Ｒ2.11.30 完了

事業成果

5,114,488 5,114,488 0 5,114,488 5,114,488 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

240,000 240,000 0 240,000 240,000 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

7,650,000 7,650,000 0 7,650,000 7,650,000 0 Ｒ2.9.1 Ｒ2.11.30 完了

事業成果

990,000 990,000 0 990,000 990,000 0 Ｒ2.9.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

3,784,000 3,784,000 0 1,892,000 1,892,000 0 Ｒ2.8.1 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

5,775,000 5,775,000 0 5,775,000 5,775,000 0 Ｒ3.1.18 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

2,673,000 2,673,000 0 2,673,000 2,673,000 0 Ｒ3.1.18 Ｒ3.3.31 完了

事業成果

388,316,916 162,043,266 225,580,000 365,285,341 150,619,341 214,666,000

備　　考Ｎｏ 事業名

総事業費 うち、交付金充当
事業開始
年月日

事業完了
（予定）
年月日

合計

12
学校用プロジェク
ター整備事業 ＧＩＧＡスクール構想における機器整備に合わせ、ＩＣＴを活用した効果的な学習活動を推進するため、各小中学

校に電子黒板を整備した。
（大溝小学校8台、木佐木小学校6台、大莞小学校3台、大木中学校12台）

13
コミュニティセンター
リモート化事業 各コミセンと役場を連携し、講演会や研修会を各コミセンでも受講できるためのＷｅｂ配信設備に必要な備品を整

備した

14
こっぽーっとホールリ
モート化事業 社会教育・生涯学習事業実施時の新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン中継用備品を購入

し、多人数の集合や、移動による感染リスクを避けることに寄与した。

15
地域振興券補助事

業

16
テレワーク対応シス
テム構築事業

医療福祉施設コロナ
対策支援金

22
情報発信システム整

備事業

17
生ゴミ収集車両購入

事業

18
社会福祉協議会コロ
ナ対策補助金

19
健康福祉棟コロナ対

策事業

利用を自粛する住民が、自宅等でオンラインのレッスンや運動を受ける環境を整備するため、インターネット配信
に向けた環境整備やオンライン健康増進事業のプログラム作成を行った。これにより、コロナ禍であっても、住民
の健康支援ができる環境整備を整えることができた。

23
公立学校情報機器
整備費補助金

24 受付窓口改修事業

25
フリーアドレス執務環
境整備事業

20
健康支援事業交付

金

21

健康福祉センター施設内の感染防止対策をより強化し、安心して利用してもらうとともに、新型コロナウイルス感
染症の感染リスクを減らした災害時の避難施設とするため、屋内換気による飛沫感染防止対策、パーテーション
撤去等の３密防止対策等を実施した。

感染拡大防止のためのパーテーション設置やタブレットでの対応、体温計、消毒液関係の購入等感染症対策を
実施し、高齢者等が安全で安心した福祉事業の活動継続に役立てた。

作業員の新型コロナウイルス感染防止策を講じるため、３密防止策として生ごみ収集車両を１台購入することで、
一般廃棄物処理の安定的な業務継続に寄与することができた。

R3年度へ事業繰越

新型コロナウイルス感染症の影響による消費の落ち込みに対する救済策として、町内中小事業所で利用できる
20％のプレミアム付き地域振興券（商品券）を商工会が発行し、このプレミアム分について町と県が助成し、中小
事業所の振興と支援、消費者の町内購買意欲の増進等を図った。

執務場所を選ばず業務を行うことで、職場内での人との接触の低減と業務を効率的に行うことでの業務時間短
縮に取り組むため、フリーアドレスデスク等を利用した執務室整備を行い、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止と新しい働き方に対応した取り組みを進めた。

窓口来庁者のプライバシー保護と新型コロナウイルス飛沫飛散防止のために、１階受付窓口のカウンターに仕
切りを入れて個別ブース化し、円滑な窓口対応と感染拡大防止に努めた。

ＧＩＧＡスクール構想による機器整備に合わせ、それらを学校で有効活用するため、ＧＩＧＡスクールサポーターを
配置し、システム構築のサポート及び使用マニュアルの作成、使用研修等を行い、ＩＣＴ機器の円滑な導入と効果
的な使用方法の普及に努めた

ＳＮＳを活用した情報発信において、ＬＩＮＥの連携システムを活用し、ごみ分別方法の問合せや各手続き方法、
子育て・健康相談、コロナ感染情報など、問合せの対応や町の情報発信を随時行い、町民の情報収集における
利便性を高めた。

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に伴い、町内の社会福祉施設等の事業の維持及び発展を支援する
ために高齢者福祉施設等へ新型コロナウイルス感染症対策支援金を支給した。
また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備え、住民が安心して医療を受けることができる体制の整備を支
援するため、各医療機関等に対し支援金を交付し、安全・安心な医療体制の確保に寄与した。


